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 伊豆味校の「水泳学習・水遊び」は、浜元にある「もとぶ元気村」の屋内

プールを利用しています。 

 実は沖縄では「水難事故」で命を落としてしまうひとが、「交通事故」で

亡くなるひとよりも多い、という統計があるそうです。子どもたちが「泳げ

るようになる」また、いざという時、助けが来るまで「水に浮いて待つ」こ

とができるように、次のことが重要だと言われています。 

 

 〇「早期の水慣れ」小さな頃から水に触れる機会を得て水に慣れること。 

 〇「水遊び」水遊びを通じて水に対する恐怖心を取り除くこと。プールな 

  どでの楽しい経験を積むことで水を好きになること。 

 〇「基本的な安全知識」プールや海での基本的なルールを知ること。泳ぐ 

  場所の選び方、危険な状況の回避方法などを知ること。 

 〇「監視の重要性」常に大人の監視が必要であることを教え、ひとりでは 

  絶対に泳がない！ということを知ること。 

 〇「浮かぶなど、基礎的な技術」背浮きや前浮きなど、浮かぶための基本 

  的な技術を習得すること。 

 〇「呼吸法」正しい呼吸法を学んで、水中での息継ぎの仕方を知ること。 

 〇「モチベーションとサポート」小さな成功を褒めてもらうことで自信を 

  持たせ、挑戦を続ける意欲につながります。また、応援したりすること 

  で、安心感を得ることもできます。 

 

 「水泳学習」「水遊び」は、体力向上や技術向上のためだけでなく、

「命」を守るための授業でもあります。 

 小学生は、中学校の桂大先生、祐未先生、千彰先生の、３名の体育科の先

生方の協力を得て、無事３回の「水泳」「水遊び」の学習を終えました。 

 中学生は、11名全員が１回目より記録を伸ばすことができました。そし

て、５名の生徒が２５ｍを泳げるようになりました。よく頑張っています。 

「水泳学習」と「水遊び」 

中学生も４コースを貸し切り。ぜいたくに使わせ

てもらい、思う存分泳ぎました。 

 幼稚園生も簡易プールで「水あ

そび」です。一度は元気村にも行っ

て、こども用プールで遊びました。 

 ７月２日（火）は、小学生と

一緒にバスに乗って元気村へ。 


